





















































 個人の生存（ 「部分」 ）を守る




















陸上自衛隊東北方面総監・君塚栄治陸将発表。尚、上記の数字の差し引きが合わないのは、 １人の隊員が 両親を失う」 場合等が含まれているからである） 。 まさに、自衛隊は国家（
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著『災害と自衛隊―危機管理の論理―』 1998年 芦書房、② 田中伯知『災害と社会




































































































































































































































































n Intoroduction to the Socioloy of D
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本稿の目的の一端は、以上 脈絡をもとに、 「災害」 （既存の社会構造及びその機能が急激に「停止」または「瓦解」










この点で、地震・津波の「衝撃」直後における陸・海・空３自衛隊（ 「統合任務部隊」 ）のとった救助活動（ 「組織
的対応」 ）は、 災害社会学、 危機管理の社会学の視点から見ると、 「衝撃期」における人間社会の対応を記す貴重な「内容」 ・ 「事例」で構成されている。その活動は
―
すなわち、多くの隊員自身が被災した状況の中で（ 「家族が被災し
た隊員３７４名 、 「被災家族で亡くなった方３４４名」 、 「負傷者




























42％） 、 「警察」 （














































































































































高崎で小さな幼児教室をしております。今回の地震を教室内でうけたこともあ 子供達が『どうしても何かしたい』との意向がありました。しかし２～６才の子供達のため、特にできる事がないなかいつもお散歩 際に手を振っているヘリコプターのおじさんたちが、被災地で困っている方々のお手伝いをして ることを知ると、 「お手紙をかく
!!」と言いだし、それぞれが、思いを込めて、子







































































































「現在、大槌に約１、 ０００名 直ちに処置を下さなければならない住民がいる。 」 ） 。当時の第９師団司令部の状況は、約半分が川崎郎副師団長（陸将補）のもと岩手県庁に向け移動中であった。師団長（林一也陸将）と山本敦督一等陸佐はまだ青森にいた（自衛隊の組織的対応の具体例） 。
―
　
そのため、釜石に前進中の第９高射特科大隊に次の新たな命令が下された。 「前進目標を釜石とある
を大槌に変更す」 （自衛隊の組織的対応の具体例） 。　
夜、盛岡駅周辺等で東北の災害資料等を検索・収集。
①
　『岩手』
②
　『復興支援地図』
③
　『これが津波だ
〔4〕　
10月
13日（木曜）
　「パシフィックホテル盛岡」で現地収集資料の一部を東京へ発送後、岩手県庁で特命参事・越
野修三氏（元岩手県危機管理官）と連絡調整。その後盛岡市内の大型書店 まわり、東北の災害資料等を検索・収集。
―126―
①
　『岩手県道路地図』
その後、新幹線にて帰京。
